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◆南あわじ市ケーブルテレビ整備スケジュール

整　備　項　目
　　年度・月

対象地域

平成17年度 平成 18年度 平成19年度
平成20
年度

10～
12

1～
3
4～
6

7～
9

10～
12

1～
3

4～
6

7～
9

10～
12

1～
3

4～

電柱等使用交渉 緑・南淡
住民説明会開催 (加入促進） 緑・南淡
予約申し込み受付 緑・南淡

加入促進期間本申込み受付
西淡・三原
(未加入世帯）
緑・南淡

伝送路工事（光ケーブル）
＜新規敷設及び架け替え＞

西淡・三原
緑・南淡

伝送路工事（支線同軸ケーブル） 緑・南淡
伝送路工事 (デジタル化） 西淡・三原
さんさんネット施設デジタル化工事 全域
引き込み工事 緑・南淡

加入世帯宅内工事 (加入促進期間） 緑・南淡

民間光通信サービス開始（NTT西日本） 全域

放送開始（ｱﾅﾛｸﾞ放送・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送）
全域（西淡・三原
はﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送開始）

※本整備スケジュールは、整備進捗状況等により変更になる場合があります。

十
一
月
十
一
日
、
地
域
情
報
化

計
画
に
関
す
る
提
言
書
が
市
長
に

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
六
月
か
ら
検
討
委
員
会
で

検
討
を
重
ね
、
市
の
情
報
化
計
画

へ
の
提
言
と
し
て
、
市
民
だ
れ
も

が
情
報
化
社
会
の
恩
恵
を
受
け
ら

れ
る
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
や
情

報
化
事
業
に
つ
い
て
貴
重
な
提
言

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
提
言
の
中

に
は
、
市
民
と
し
て
の
一
体
感
を

高
め
て
い
く
有
効
な
方
法
と
し
て
、

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
網
の
エ
リ
ア
拡
大
を
図

り
、
身
近
な
テ
レ
ビ
の
映
像
を
通

し
て
行
政
情
報
や
市
内
の
行
事
・

話
題
な
ど
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に

提
供
し
て
い
く
こ
と
や
、
推
進
の

体
制
な
ど
多
く
の
意
見
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
今
回
提
出
さ
れ

た
提
言
書
を
参
考
に
、
市
で
は
地

域
情
報
化
計
画
を
策
定
し
、
今
後

の
情
報
化
施
策
を
進
め
ま
す
。

市政ひろば

7 6
広報 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
整
備
事
業
が
始
ま
り
ま
す

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
は

　

放
送
セ
ン
タ
ー
（
さ
ん
さ
ん
ネ

ッ
ト
）
と
各
家
庭
を
伝
送
路
で
結

び
、
テ
レ
ビ
番
組
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
、
電
話
な
ど
の
通
信
信
号
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
高
度
な
情
報

通
信
設
備
で
す
。
こ
れ
ら
の
整
備

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
多
様
な
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
内
容
（
予
定
）

①
き
れ
い
な
テ
レ
ビ
映
像

　

平
成
二
十
三
年
の
地
上
ア
ナ
ロ

グ
放
送
の
停
止
に
あ
わ
せ
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
世
帯
で
は
デ
ジ

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
を
緑
・

南
淡
地
域
へ
拡
大
し
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
で
の
き
れ
い
な
テ
レ
ビ
映
像
や
身
近
な
地
域

情
報
の
視
聴
に
加
え
、
音
声
・
文
字
に
よ
る
放
送
や
加
入
者
間
の
無

料
電
話
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
準
備
す
れ
ば

放
送
を
視
聴
で
き
ま
す
。

②
地
域
の
情
報
を
発
信

　

地
域
の
催
し
や
身
近
な
ま
ち
の

話
題
な
ど
の
自
主
番
組
を
映
像
と

音
声
で
放
送
す
る
ほ
か
、
農
業
情

報
や
市
の
お
知
ら
せ
等
を
文
字
で

放
送
し
ま
す
。
災
害
な
ど
の
緊
急

時
に
お
い
て
も
地
域
に
密
着
し
た

情
報
を
発
信
し
ま
す
。

③
ケ
ー
ブ
ル
電
話

　

加
入
者
間
で
の
電
話
通
話
が
無

料
に
な
り
ま
す
。

④
音
声
告
知
放
送

　

災
害
時
な
ど
の
緊
急
放
送
を
音

声
で
聴
く
こ
と
が
で
き
る
告
知
端

末
機
を
設
置
し
ま
す
。

⑤
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

　

常
時
接
続
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
今
回

整
備
す
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
有

効
利
用
し
、
希
望
者
に
は
民
間
通

信
事
業
者
が
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

（
超
高
速
通
信
）
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
ま
す
。

使
用
料
な
ど

　

加
入
時
の
分
担
金
や
月
額
使
用

料
な
ど
の
料
金
、
ま
た
、
加
入
促

進
期
間
や
詳
細
な
サ
ー
ビ
ス
内
容

は
、
決
定
次
第
広
報
紙
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

ホームターミナル
(デジタルＳＴＢ）

保安器

引込ケーブル

ケーブル電話機

共
架
柱

テレビ
パソコン

テレビ

分配器

ＣＡＴＶ伝送路

配電線

テレビ

×

既存のBS・CSアンテナは、
そのまま使うこともできます

パソコン

ＯＮＵ

告知端末

アンテナは不要となります解説 
◆保安器：ＣＡＴＶ施
設と加入者宅の接続点
◆告知端末：ＣＡＴＶ
に接続し、緊急放送・
告知放送サービスや加
入者間の通信サービス
（電話・ＦＡＸ）等を
可能とするための端末
◆ホームターミナル・
ＳＴＢ：基本チャンネ
ル以上の多チャンネル
サービスを視聴するた
めに必要な機器
◆分配器：加入者宅内
に送られてきた信号を
各設備に分配するため
の機器
◆ＯＮＵ：光ファイ
バーでインターネット
サービスを利用すると
きに必要な機器

2005.12.1発行

ケ
ー
ブ
ル
線
工
事
の
お
願
い

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
工
事
は
、

電
柱
の
敷
地
所
有
者
等
の
同
意
を

得
た
後
に
、
ケ
ー
ブ
ル
線
を
電
柱
に

共
架
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

平
成
十
七
年
度
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

整
備
工
事
の
請
負
業
者
で
あ
る
三

洋
電
機
株
式
会
社
が
、
緑
・
南
淡
地

域
に
お
い
て
、
ケ
ー
ブ
ル
を
共
架
す

る
電
柱
の
使
用
同
意
に
つ
い
て
の

お
願
い
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
工

事
従
事
者
は
、
黄
色
の
腕
章
を
付

け
、
身
分
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

地
元
説
明
会

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
伝
送
路
が

新
し
く
整
備
さ
れ
る
緑
・
南
淡
地

域
に
お
い
て
、
自
治
会
と
日
程
を

相
談
の
上
、
平
成
十
八
年
一
月
よ

り
順
次
地
元
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
日
程
に
つ
き
ま
し
て
は
、
決

定
次
第
ご
案
内
し
ま
す
。

電
気
工
事
事
業
者
は
登
録
を

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
視
聴
に
は

ご
家
庭
に
お
い
て
宅
内
工
事
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
宅
内
工
事
を
行

う
に
あ
た
り
「
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
淡
路
宅
内
工
事
協
力
会
」

へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。
現
在
、

宅
内
工
事
協
力
会
に
加
入
さ
れ
て

い
な
い
事
業
者
は
、
平
成
十
七
年

十
二
月
末
ま
で
に
情
報
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
情
報
課
☎
43
・
５
０
０
３

地
域
情
報
化
計
画
提
言
書
が
提
出
さ
れ
る

▲髙田豊實委員長（右）から中田市長へ
　提言書が手渡されました

順次サービス開始

順次試験放送開始　　本放送開始

防
災
は
「
自じ

じ

ょ助
」
意
識
の
向
上
か
ら

まちづくり・防災課
☎50-3035

　
　
　
ひ
と
口
メ
モ

　

先
日
、
高
知
市
浦
戸
地
区
の
自

主
防
災
組
織
を
視
察
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
感
じ
た
の
は
、
同
地
区

の
住
民
の
話
に
「
自
助
（
＝
他
人

に
頼
ら
ず
、
自
力
で
事
を
行
う
こ

と
）」
と
い
う
言
葉
が
何
度
も
出

て
き
た
こ
と
で
し
た
。

　

同
地
区
は
南
海
地
震
が
発
生
す

る
と
、
約
三
十
分
で
約
七
・
八
メ
ー

ト
ル
の
津
波
が
来
る
と
想
定
さ
れ

て
い
ま
す
。「
揺
れ
た
ら
逃
げ
ろ
」

を
合
言
葉
に
避
難
活
動
に
つ
い
て
、

同
組
織
と
高
知
市
で
取
り
組
ん
で

き
た
結
果
、
防
災
意
識
が
組
織
結

成
時
に
比
べ
格
段
向
上
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
今
後
は
家
具
の
固
定

や
耐
震
化
等
、
わ
が
家
で
で
き
る

防
災
対
策
を
中
心
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

同
地
区
の
自
主
防
災
組
織
で

は
、
住
民
自
ら
が
防
災
を
自
分
た

ち
の
問
題
と
し
て
捉
え
て
お
り
、

様
々
な
課
題
を
認
識
・
整
理
し
、

ア
イ
デ
ア
の
詰
ま
っ
た
防
災
訓
練

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
中
央
構
造
線
地
震

が
発
生
し
た
場
合
、
南
あ
わ
じ
市

の
死
傷
者
数
は
千
四
百
九
十
二
人

と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

は
、ど
こ
か
で「
自
分
は
大
丈
夫
！

死
ぬ
こ
と
は
な
い
！
」
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
意
識
を
変
え
、
浦

戸
地
区
住
民
の
よ
う
に
防
災
を
自

分
自
身
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
こ

と
が
、
自
然
災
害
か
ら
身
を
守
る

始
ま
り
で
す
。

　

も
う
一
度
「
自
助
」
と
し
て
、

「
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
す
べ

き
か
」
を
考
え
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

　

小
さ
な
負
担
で
、
被
災
し
た
住

宅
の
再
建
に
大
き
な
支
援
が
得
ら

れ
る
制
度
で
す
。

▼
共
済
負
担
金　

加
入
初
年
度
は

月
５
百
円
。
次
年
度
か
ら
年
額

５
千
円

▼
給
付
対
象
・
給
付
額　

半
壊
以

上
の
被
害
を
受
け
た
加
入
者

が
対
象
。
最
大
６
百
万
円
。

▼
申
込
書　

各
庁
舎
窓
口
に
備
付
け

▼
問
い
合
わ
せ　

県
住
宅
防
災
課

☎
０
７
８
・
３
６
２
・
４
３
３
８

ま
た
は
、
ま
ち
づ
く
り
・
防
災

課
☎
50
・
３
０
３
５

わ
が
家
の
安
全
・
安
心
に
、
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

県
住
宅
再
建
共
済
制
度

情 報 課
☎43-5003


